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(57)【要約】
【課題】本発明は、空間における所望の照度分布を可能
な限り実現するための照明設計を行うことができる最適
照明器具演算装置および該方法を提供する。
【解決手段】本発明の最適照明器具演算装置Ｓは、照明
器具を配置すべき空間の形状および空間表面の光学特性
を表す形状・光学特性データと、照明器具の配置位置デ
ータと、照明器具の配光特性データとを記憶すると共に
、配置位置データおよび配光特性データのうちの少なく
とも一方を複数記憶する記憶部３と、空間内における所
望の照度分布を目標照度分布として入力するための入力
部１と、形状・光学特性データ、配置位置データおよび
配光特性データに基づいて空間内の照度分布を演算照度
分布として求める照度分布演算部４１と、これら求めら
れた複数の演算照度分布の中から目標照度分布に最も類
似する演算照度分布を最適照度分布として選択する差異
演算部４２および照度分布選択部４３とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明器具を配置すべき空間を形成する構造物における前記空間の形状および前記空間の
表面における光学特性を表す形状・光学特性データと、前記空間における照明器具を配置
することができる位置を表す配置位置データと、照明器具の配光特性を表す配光特性デー
タとを記憶すると共に、前記配置位置データおよび前記配光特性データのうちの少なくと
も一方を複数記憶する記憶部と、
　前記空間内における所望の照度分布を目標照度分布として入力するための入力部と、
　前記形状・光学特性データ、前記配置位置データおよび前記配光特性データに基づいて
前記空間内の照度分布を演算照度分布として求める照度分布演算部と、
　前記照度分布演算部で求められた複数の演算照度分布の中から前記入力部から入力され
た目標照度分布に最も類似する演算照度分布を最適照度分布として選択する選択部とを備
えること
　を特徴とする最適照明器具演算装置。
【請求項２】
　前記選択部は、
　前記照度分布演算部で求められた複数の演算照度分布と前記入力部から入力された目標
照度分布との差異をそれぞれ求める差異演算部と、
　前記差異演算部で求められた各差異の中から最も小さい差異を求め、この求めた差異を
与える演算照度分布を前記最適照度分布として選択する照度分布選択部とを備えること
　を特徴とする請求項１に記載の最適照明器具演算装置。
【請求項３】
　前記配光特性データの光強度値を変更するための変更入力部をさらに備えること
　を特徴とする請求項１または請求項２に記載の最適照明器具演算装置。
【請求項４】
　前記配光特性データが複数であること
　を特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載の最適照明器具演算装置。
【請求項５】
　前記配置位置データは、複数であること
　を特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載の最適照明器具演算装置。
【請求項６】
　照明器具を配置すべき空間内における所望の照度分布を目標照度分布として入力するた
めの入力工程と、
　照明器具を配置すべき前記空間を形成する構造物における前記空間の形状および前記空
間の表面における光学特性を表す形状・光学特性データ、前記空間における照明器具の配
置位置を表す配置位置データ、および、照明器具の配光特性を表す配光特性データに基づ
いて前記空間内の照度分布を演算照度分布として求める照度分布演算工程と、
　前記照度分布演算工程で求められた複数の演算照度分布の中から前記入力工程から入力
された目標照度分布に最も類似する演算照度分布を最適照度分布として選択する選択工程
とを備え、
　前記配置位置データおよび前記配光特性データのうちの少なくとも一方は、複数である
こと
　を特徴とする最適照明器具演算方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定の空間に対し、最適な照明設計を求めることができる最適照明器具演算
装置および最適照明器具演算方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　照明器具は、空間に、その空間の用途に応じた必要な照度を与えるだけでなく、照度を
調えることによって空間に所定の雰囲気を醸し出すことができる。そのため、空間の照明
設計は、重要であり、例えば、非特許文献１には、照明器具の配置位置が決まっている場
合において、所望の照度分布を与える照明器具の強度を求める手法が開示されている。
【非特許文献１】”Painting with Light”,Chris Schoeneman,Julie Dorsey,Brian Smit
s,James Arvo,Donald Greenberg,Proc.ACM SIGGRAPH’93,pp.143-146(1993)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　空間の照明設計は、その空間を形成する構造体の施主が所望する照度分布となるように
行うことが望まれるが、照明器具による照度分布は、照明器具の配置位置や照明器具の配
光特性等によって変わるため、適切に設計することが難しい。
【０００４】
　また、前記非特許文献１に開示の技術では、照明器具の配置位置が決まっている場合に
は、所望の照度分布を与える照明器具の光の強度を求めることはできるが、所望の照度分
布を実現するために、好適な照明器具の配置位置や照明器具の配光特性を得ることができ
ない。
【０００５】
　本発明は、上述の事情に鑑みて為された発明であり、その目的は、空間における所望の
照度分布を可能な限り実現するための照明設計を行うことができる最適照明器具演算装置
および最適照明器具演算方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、種々検討した結果、上記目的は、以下の本発明により達成されることを見
出した。すなわち、本発明の一態様にかかる最適照明器具演算装置は、照明器具を配置す
べき空間を形成する構造物における前記空間の形状および前記空間の表面における光学特
性を表す形状・光学特性データと、前記空間における照明器具を配置することができる位
置を表す配置位置データと、照明器具の配光特性を表す配光特性データとを記憶すると共
に、前記配置位置データおよび前記配光特性データのうちの少なくとも一方を複数記憶す
る記憶部と、前記空間内における所望の照度分布を目標照度分布として入力するための入
力部と、前記形状・光学特性データ、前記配置位置データおよび前記配光特性データに基
づいて前記空間内の照度分布を演算照度分布として求める照度分布演算部と、前記照度分
布演算部で求められた複数の演算照度分布の中から前記入力部から入力された目標照度分
布に最も類似する演算照度分布を最適照度分布として選択する選択部とを備えることを特
徴とする。そして、本発明の他の一態様にかかる最適照明器具演算方法は、照明器具を配
置すべき空間内における所望の照度分布を目標照度分布として入力するための入力工程と
、照明器具を配置すべき前記空間を形成する構造物における前記空間の形状および前記空
間の表面における光学特性を表す形状・光学特性データ、前記空間における照明器具の配
置位置を表す配置位置データ、および、照明器具の配光特性を表す配光特性データに基づ
いて前記空間内の照度分布を演算照度分布として求める照度分布演算工程と、前記照度分
布演算工程で求められた複数の演算照度分布の中から前記入力工程から入力された目標照
度分布に最も類似する演算照度分布を最適照度分布として選択する選択工程とを備え、前
記配置位置データおよび前記配光特性データのうちの少なくとも一方は、複数であること
を特徴とする。
【０００７】
　このような構成の最適照明器具演算装置および最適照明器具演算方法では、形状・光学
特性データ、配置位置データおよび配光特性データに基づいて空間内の照度分布が演算照
度分布として求められ、前記配置位置データおよび前記配光特性データのうちの少なくと
も一方が複数であるこことから、複数の演算照度分布が求められる。そして、これら複数
の演算照度分布の中から所望の照度分布（目標照度分布）に最も類似する演算照度分布が
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最適照度分布として選択される。したがって、このような構成の最適照明器具演算装置お
よび最適照明器具演算方法は、空間における所望の照度分布を可能な限り実現するための
照明設計を行うことができる。
【０００８】
　このため、例えば、空間を形成する構造体の施主に、施主が所望する照度分布を可能な
限り好適に実現する照明器具の配置位置を提供したり、施主が所望する照度分布を可能な
限り好適に実現する照明器具の配光特性を提供したりすることができる。前記配光特性を
持つ照明器具を施主が選択することで、施主が所望する照度分布を可能な限り好適に実現
することが可能となる。また例えば、施主が所望する照度分布を可能な限り好適に実現す
る照明器具の配光特性を、照明器具の設計者に提供することができ、照明器具の設計者は
、この配光特性を可能な限り好適に実現するように、照明器具を設計することも可能とな
る。
【０００９】
　また、上述の最適照明器具演算装置において、前記選択部は、前記照度分布演算部で求
められた複数の演算照度分布と前記入力部から入力された目標照度分布との差異をそれぞ
れ求める差異演算部と、前記差異演算部で求められた各差異の中から最も小さい差異を求
め、この求めた差異を与える演算照度分布を前記最適照度分布として選択する照度分布選
択部とを備えることを特徴とする。
【００１０】
　この構成によれば、複数の演算照度分布と目標照度分布との差異をそれぞれ求め、各差
異の中から最も小さい差異を与える演算照度分布を選択することで、比較的簡単な演算で
最適照度分布を求めることが可能となる。
【００１１】
　また、これら上述の最適照明器具演算装置において、前記配光特性データの光強度値を
変更するための変更入力部をさらに備えることを特徴とする。
【００１２】
　この構成によれば、配光特性データの光強度値を変更入力部によって変更することがで
きるので、予め与えられた配光特性データと異なる光強度値で演算照度分布をさらに求め
ることができ、目標照度分布により類似する演算照度分布を求めることが可能となる。
【００１３】
　また、これら上述の最適照明器具演算装置において、前記配光特性データが複数である
ことを特徴とする。
【００１４】
　この構成によれば、特に、照明器具の配置位置が決まっている場合に、配光特性データ
を選択することで目標照度分布を可能な限り好適に実現することができる。また、目標照
度分布を実現すべく照明器具を設計する場合に、この選択された配光特性を参照すること
で照明器具の設計指針が得られる。さらに、調光可能な照明器具を用いる場合に好適であ
る。
【００１５】
　また、これら上述の最適照明器具演算装置において、前記配置位置データは、複数であ
ることを特徴とする。
【００１６】
　この構成によれば、特に、照明器具の配光特性が決まっている場合に、配置位置データ
を選択することで目標照度分布を可能な限り好適に実現することができる。また、目標照
度分布を実現すべく照明設計を行う場合に、この選択された配置位置データを参照してこ
の配置位置データから照明設計をスタートすることで照明設計をより効率よく行うことが
できる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明にかかる最適照明器具演算装置および最適照明器具演算方法は、空間における所
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望の照度分布を可能な限り実現するための照明設計を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明にかかる実施の一形態を図面に基づいて説明する。なお、各図において同
一の符号を付した構成は、同一の構成であることを示し、その説明を省略する。
（実施形態の構成）
　図１は、実施形態にかかる最適照明器具演算装置の構成を示すブロック図である。図１
において、最適照明器具演算装置Ｓは、入力部１と、出力部２と、記憶部３と、演算処理
部４とを備えて構成される。
【００１９】
　入力部１は、最適照明器具を求める最適照明器具演算の開始を指示する開始コマンド等
の各種コマンド、および、目標照度分布等の最適照明器具演算装置Ｓを用いて最適照明器
具演算の実行に必要なデータ等の各種データを最適照明器具演算装置Ｓに入力するため機
器であり、例えば、キーボードやマウスやタッチパネル等である。目標照度分布は、ユー
ザが所望している、あるいは、ユーザが実現したい空間内の照度分布である。目標照度分
布は、空間全体について入力されてもよく、また、空間の一部、例えば空間の面やその面
の一部等を指定し、その指定部分について入力されてもよい。
【００２０】
　出力部２は、入力部１から入力されたコマンドやデータ、および、最適照明器具演算の
実行によって得られた結果等を出力する機器であり、例えばＣＲＴディスプレイ、ＬＣＤ
、有機ＥＬディスプレイまたはプラズマディスプレイ等の表示装置やプリンタ等の印字装
置等である。
【００２１】
　記憶部３は、形状・光学特性データを記憶する形状・光学特性データ記憶部３１と、配
置位置データを記憶する配置位置データ記憶部３２と、配光特性データを記憶する配光特
性データ記憶部３３と、演算照度分布を記憶する演算照度分布記憶部３４とを備え、入力
部１から入力された目標照度分布に対し最適な照度分布を求める最適照明器具演算プログ
ラム等の各種プログラム、および、各種プログラムの実行に必要なデータやその実行中に
生じるデータ等の各種データを記憶する装置である。記憶部３は、例えば、演算処理部４
の所謂ワーキングメモリとなるＲＡＭ（Random Access Memory）等の揮発性の記憶素子、
ＲＯＭ（Read Only Memory）や書換え可能なＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Prog
rammable Read Only Memory）等の不揮発性の記憶素子、および、比較的容量の大きいデ
ータを記憶するハードディスク等を備えて構成される。
【００２２】
　前記形状・光学特性データは、照明器具を配置すべき空間を形成する構造物における前
記空間の形状を表すデータおよび前記空間の表面における光学特性を表すデータである。
この形状・光学特性データは、例えば、３次元ＣＡＤデータとして保持される。より具体
的には、例えば、形状・光学特性データには、前記空間を形成する各面を表すデータおよ
び当該面の光学特性を表すデータが含まれる。光学特性は、照度分布を求める際に必要と
なる物理量に応じて決まり、例えば、後述のラジオシティ法によって照度分布を求める場
合では、光学特性は、前記空間の面における反射率である。
【００２３】
　配置位置データは、照明器具を配置すべき空間における照明器具を配置することができ
る位置を表すデータである。この配置位置データは、例えば、照明器具を配置すべき空間
における座標値で保持される。
【００２４】
　配光特性データは、照明器具の配光特性を表すデータである。配光特性は、どの方向に
どの程度の強度の光が照明器具から放射されるかを示す。この配光特性データは、例えば
、照明器具から放射される光の強度分布を方位角ごとに光度で記したデータ形式であるＩ
ＥＳ形式で保持される。より具体的には、ＩＥＳ（Illuminating Engineering Society）
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形式のデータには、照明器具の製造メーカやカタログ番号およびランプの種類やカタログ
番号等によって、照明器具を特定するデータが含まれ、鉛直方向の配光測定角度のリスト
（データ）が含まれ、水平方向の配光測定角度のリスト（データ）が含まれ、そして、こ
れらリスト中の各水平角を通る鉛直面において、各鉛直角でのカンデラ値であるカンデラ
値のリストが含まれる。
【００２５】
　これら形状・光学特性データ、配置位置データおよび配光特性データは、最適照度分布
を演算する前に、予め記憶部３に記憶される。
【００２６】
　そして、これら配置位置データおよび配光特性データのうちの少なくとも一方は、目標
照度分布に対し最適な照度分布を選択すべく複数の照度分布を演算する必要があることか
ら、複数記憶される。
【００２７】
　ここで、配光特性データが複数記憶されている場合では、特に、所定の空間に対し所定
の配置位置を用いる前提で、配光特性データを選択することで目標照度分布を可能な限り
好適に実現することができる。また、目標照度分布を実現すべく照明器具を設計する場合
に、この選択された配光特性を参照することで照明器具の設計指針が得られ、照明器具の
メーカにおける照明器具の設計にとって有用となる。
【００２８】
　なお、複数の配光特性データは、配光特性の互いに異なる複数の照明器具のデータであ
ってもよく、また、１つの照明器具について互いに異なる複数の配光特性データであって
もよく、また前二者を併せた、複数の照明器具のそれぞれについて互いに異なる複数の配
光特性データであってもよい。
【００２９】
　一方、配置位置データが複数記憶される場合では、特に、所定の空間に所定の配光特性
の照明器具を用いる前提で、配置位置データを選択することで目標照度分布を可能な限り
好適に実現することができ、このような最適な照明器具の配置位置を例えば施主等に提案
することができる。また、目標照度分布を実現すべく照明設計を行う場合に、この選択さ
れた配置位置データを参照してこの配置位置データから照明設計をスタートすることで照
明設計をより効率よく行うことができる。
【００３０】
　演算処理部４は、例えば、マイクロプロセッサおよびその周辺回路等を備えて構成され
、機能的に、照度分布演算部４１と、差異演算部４２と、照度分布選択部４３とを備える
と共に、制御プログラムに従い入力部１、出力部２および記憶部３を当該機能に応じてそ
れぞれ制御し、最適照明器具演算装置Ｓ全体を制御するものである。
【００３１】
　照度分布演算部４１は、形状・光学特性データ、配置位置データおよび配光特性データ
に基づいて、照明器具を配置すべき空間内の照度分布を演算照度分布として求め、この求
めた演算照度分布を記憶部３の演算照度分布記憶部３４に記憶するものである。
【００３２】
　照度分布演算部４１は、例えば、形状・光学特性データ、配置位置データおよび配光特
性データを用いていわゆるラジオシティ法によって演算照度分布を求めてよい。
【００３３】
　ラジオシティ法は、空間の各面における相互反射を演算することによって、各面の持つ
光のエネルギを求めるものである。ラジオシティ法では、面は、微小面（面要素）の集合
によって構成されていると仮定され、これら各面要素は、パッチと呼ばれる。ラジオシテ
ィは、単位時間あたりであって単位面積当たりのエネルギであり、ラジオシティ法では、
各パッチが放射および反射するラジオシティは、平衡状態とされる。パッチｉのラジオシ
ティＢｉは、自らの発光による項Ｅｉと他のパッチからの入射エネルギを反射して得られ
る項との総和であり、式１によって表される。
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Ｂｉ＝Ｅｉ＋ｐｉΣＢｊＦｉｊ　　　・・・（１）
ここで、Σは、全ての面要素ｊについて和が求められる。ｐｉは、パッチｉの反射係数で
ある。Ｆｉｊは、フォームファクタ（form factor）と呼ばれ、式２のように表され、パ
ッチｉとパッチｊとの位置関係および他のパッチとの位置関係などの要因によって決まる
。
Ｆｉｊ＝（パッチｊからパッチｉに入射するエネルギ）／（パッチｊから放射されたエネ
ルギ全体）　　　・・・（２）
　上記式１の線形方程式を例えばＧａｕｓｓ－Ｓｅｉｄｅｌ法によって解くことによって
、各パッチｉのラジオシティＢｉが求められ、各パッチ（各面要素）ｉから構成される面
の照度分布が求められる。ラジオシティ法は、その計算方法の観点から、空間の面が拡散
反射する場合に好適に用いられる。
【００３４】
　このラジオシティ法によって空間の照度分布を求める場合では、上記演算方法から分か
るように、形状・光学特性データには、反射率のデータも含まれる。なお、吸収率は、１
－反射率であるので、反射率のデータに代えて、吸収率のデータであってもよい。
【００３５】
　また、照度分布演算部４１は、例えば、形状・光学特性データ、配置位置データおよび
配光特性データを用いていわゆるレイトレーシング法によって演算照度分布を求めてもよ
い。
【００３６】
　レイトレーシング法（光線追跡法）は、照明器具から出た光線を追跡し、照度分布を求
めたい領域に到達する光線を収集することで前記領域の照度分布を求める手法である。こ
の光線を追跡する際に、光線が物体に当たると反射光と屈折光との２つの光線に分割され
、これら各光線についてそれぞれ追跡される。これら反射光および屈折光それぞれの光線
の角度や光強度は、物体の光学特性に基づいて計算される。このレイトレーシング法によ
って空間の照度分布を求める場合では、上記演算方法から分かるように、形状・光学特性
データには、反射率や屈折率のデータが含まれる。
【００３７】
　また、照度分布演算部４１は、例えば、形状・光学特性データ、配置位置データおよび
配光特性データを用いて、ラジオシティ法とレイトレーシング法とを組み合わせた手法に
よって演算照度分布を求めてもよい。
【００３８】
　差異演算部４２および照度分布選択部４３は、照度分布演算部４１で求められた複数の
演算照度分布の中から入力部１から入力された目標照度分布に最も類似する演算照度分布
を最適照度分布として選択する選択部の一例を構成している。
【００３９】
　差異演算部４２は、照度分布演算部４１で求められた複数の演算照度分布と入力部１か
ら入力された目標照度分布との差異をそれぞれ求めるものである。目標照度分布が指定さ
れた領域を複数の微小領域ａｉに分割し、照度分布演算部４１で求められた演算照度分布
における微小領域ａｉの照度値をΦｃ（ａｉ）とし、入力部１から入力された目標照度分
布における微小領域の照度値をΦｄ（ａｉ）とした場合に、前記差異Ｄは、ｉについて各
微小領域の二乗差の総和として求められ、式３で表される。
Ｄ＝Σ（Φｄ（ａｉ）－Φｃ（ａｉ））２　　　・・・（３）
　なお、上述では、照度分布演算部４１で求められた複数の演算照度分布の中から入力部
１から入力された目標照度分布に最も類似する演算照度分布を最適照度分布として選択す
る際に、差異Ｄを用いたが、例えば、相関演算によって照度分布演算部４１で求められた
複数の演算照度分布と入力部１から入力された目標照度分布との相関値をそれぞれ求め、
この相関値を指標にすることによって最適照度分布を選択してもよい。
【００４０】
　照度分布選択部４３は、差異演算部４２で求められた各差異の中から最も小さい差異を
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求め、この求めた差異を与える演算照度分布を最適照度分布として選択するものである。
【００４１】
　このような差異演算部４２および照度分布選択部４３によって、複数の演算照度分布と
目標照度分布との差異Ｄをそれぞれ求め、各差異の中から最も小さい差異Ｄを与える演算
照度分布を選択することで、比較的簡単な演算で最適照度分布を求めることが可能となる
。
【００４２】
　そして、これら入力部１、出力部２、記憶部３および演算処理部４は、データを相互に
交換することができるようにバス５でそれぞれ接続される。
【００４３】
　なお、必要に応じて最適照明器具演算装置Ｓは、破線で示すように、外部記憶部６およ
び／または通信インタフェース部７をさらに備えてもよい。外部記憶部６は、例えば、フ
レキシブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disc Read Only Memory）、ＣＤ－Ｒ（Com
pact Disc Recordable）およびＤＶＤ－Ｒ（Digital Versatile DiscRecordable）等の記
録媒体との間でデータを読み込みおよび／または書き込みを行う装置であり、例えば、フ
レキシブルディスクドライブ、ＣＤ－ＲＯＭドライブ、ＣＤ－Ｒドライブ及びＤＶＤ－Ｒ
ドライブ等である。
【００４４】
　通信インタフェース部７は、ネットワーク（不図示）に接続され、このネットワークを
介して外部通信端末（不図示）との間で通信信号を送受信するためのインタフェース回路
であり、演算処理部４からのデータに基づいて前記ネットワークの通信プロトコルに従っ
た通信信号を作成すると共に前記ネットワークからの通信信号を演算処理部４が処理可能
な形式のデータに変換する。
【００４５】
　ここで、最適照明器具演算プログラム等の各プログラムならびに形状データ、配置位置
データおよび配光特性データ等の各データが格納されていない場合には、各プログラムや
各データがこれらを記録した記録媒体から外部記憶部６を介して記憶部３にインストール
されるように最適照明器具演算装置Ｓが構成されてもよく、また、これら各プログラムや
各データを管理するサーバ（不図示）から前記ネットワークを介して通信インタフェース
部７を用いることで各プログラムや各データがダウンロードされるように最適照明器具演
算装置Ｓが構成されてもよい。
【００４６】
　次に、本実施形態の動作について説明する。
（実施形態の動作）
　図２は、実施形態にかかる最適照明器具演算装置の動作を示すフローチャートである。
上記構成の最適照明器具演算装置Ｓにおいて、形状・光学特性データ、配置位置データお
よび配光特性データが予め記憶部３に記憶され、入力部１から最適照明器具演算の開始が
指示されると、まず、図２において、ステップＳ１１では、目標照度分布が入力部１から
最適照明器具演算装置Ｓに入力される。例えば、形状・光学特性データに基づく空間が出
力部２にＧＵＩの操作画面で表示され、マウス等のポインティングデバイスによって操作
画面の前記空間に、例えば床面や壁面等の面上において目標照度分布を指定する領域が矩
形枠で設定、指定され、例えば操作画面に表示されたテンキーやキーボードのキーによっ
て目標照度分布が数値で入力される。目標照度分布は、前記領域全体について指定されて
もよく、前記領域をさらに分割してこの分割された分割領域ごとに指定されてもよい。次
に、ステップＳ１２では、演算照度分布が照度分布演算部４１によって形状・光学特性デ
ータ、配置位置データおよび配光特性データに基づいて求められ、この求められた演算照
度分布が記憶部３の演算照度分布記憶部３４に記憶される。この場合において、配置位置
データが複数である場合では、各配置位置データのそれぞれについて演算照度分布が求め
られ、そして、配光特性データが複数である場合では、各配光特性データのそれぞれにつ
いて演算照度分布が求められる。
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【００４７】
　次に、ステップＳ１３では、各演算照度分布と目標照度分布との差異Ｄが差異演算部４
２によって求められる。次に、ステップＳ１４では、この求めた差異に基づいて複数の演
算照度分布の中から最適照度分布が照度分布選択部４３によって選択され、ステップＳ１
５では、この選択された最適照度分布が出力部２に出力される。そして、この最適照度分
布に対応する配置位置データおよび配光特性データも出力部２に出力される。
【００４８】
　このように最適照明器具演算装置Ｓおよび最適照明器具演算方法では、形状・光学特性
データ、配置位置データおよび配光特性データに基づいて空間内の照度分布が演算照度分
布として求められ、前記配置位置データおよび前記配光特性データのうちの少なくとも一
方が複数であるこことから、複数の演算照度分布が求められる。そして、これら複数の演
算照度分布の中から所望の照度分布（目標照度分布）に最も類似する演算照度分布が最適
照度分布として選択され、出力される。したがって、この最適照明器具演算装置Ｓおよび
最適照明器具演算方法は、空間における所望の照度分布を可能な限り実現するための照明
設計を行うことができる。
【００４９】
　このため、例えば、空間を形成する構造体の施主に、施主が所望する照度分布を可能な
限り好適に実現する照明器具の配置位置を提供したり、施主が所望する照度分布を可能な
限り好適に実現する照明器具の配光特性を提供したりすることができる。前記配光特性を
持つ照明器具を施主が選択することで、施主が所望する照度分布を可能な限り好適に実現
することが可能となる。また例えば、施主が所望する照度分布を可能な限り好適に実現す
る照明器具の配光特性を、照明器具の設計者に提供することができ、照明器具の設計者は
、この配光特性を可能な限り好適に実現するように、照明器具を設計することも可能とな
る。
【００５０】
　また、本実施形態では、演算照度分布と目標照度分布との差異Ｄを求めているので、目
標照度分布に対し演算照度分布を定量的に評価することができる。そして、最適照度分布
が目標照度分布で有れば最も好ましいが、最適照度分布が目標照度分布と異なる場合でも
、目標照度分布に最も類似する照度分布から他の設計手法によって照明設計を行うことが
できるから、照明設計の効率化を図ることが可能となる。
【００５１】
　また、上述の実施形態において、最適照明器具演算装置Ｓは、配光特性データの光強度
値を変更するための変更入力部をさらに備えてもよい。この変更入力部は、例えば、入力
１であってよい。
【００５２】
　照度分布演算部４１が演算照度分布を求める場合に、入力部１から入力された定数によ
って、配光特性データの光強度値を例えば２倍、２．５倍および３倍等の定数倍してから
演算照度分布の演算に用いることで、あるいは、配光特性データの光強度値を例えば１／
２、１／２．５および１／３等の定数分の１にしてから演算照度分布の演算に用いること
で、予め与えられた配光特性データと異なる光強度値で演算照度分布をさらに求めること
ができ、目標照度分布により類似する演算照度分布を求めることが可能となる。
【００５３】
　本発明を表現するために、上述において図面を参照しながら実施形態を通して本発明を
適切且つ十分に説明したが、当業者であれば上述の実施形態を変更および／または改良す
ることは容易に為し得ることであると認識すべきである。したがって、当業者が実施する
変更形態または改良形態が、請求の範囲に記載された請求項の権利範囲を離脱するレベル
のものでない限り、当該変更形態または当該改良形態は、当該請求項の権利範囲に包括さ
れると解釈される。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
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【図１】実施形態にかかる最適照明器具演算装置の構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態にかかる最適照明器具演算装置の動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００５５】
Ｓ　最適照明器具演算装置
１　入力部
２　出力部
３　記憶部
４　演算処理部
３１　形状データ記憶部
３２　配置位置データ記憶部
３３　配光特性データ記憶部
４１　照度分布演算部
４２　差異演算部
４３　照度分布選択部

【図１】 【図２】
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